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はじめに 

 ここ数年学校の ICT 機器環境が大幅に整

備された。情報教育の推進が期待されてい

る。一方、学力向上の課題は喫緊の課題であ

り、授業改善・授業力向上が求められてい

る。情報教育で育成される情報活用能力は問

題解決能力の一つであり、授業改善・学力向

上に関連するものと言える。しかし、情報活

用能力の育成に関して思うように進まない実

態がある。その一因として機器操作の問題や

学習時間の確保の問題が考えられる。 

 そこで、情報活用能力育成について、これ

までの実践を振り返り成果と課題を見出した

い。そして、新指導要領で示される情報教育

の方向性を見据え、今後の視聴覚教育の研

究・実践の方向を考えてみたい。 

 

１．情報活用能力とは 

情報活用能力は 1997 年「情報教育の推進

等に関する調査研究協力者会議」の報告にお

いて 

○ 情報活用の実践力 

○ 情報の科学的理解 

○ 情報化社会に参画する態度 

の 3 つにまとめられ、今日まで引き継がれ

ている。 

現行の小学校学習指導要領で示される情報

活用能力と、前学習指導要領と比較すると

「コンピュータで文字を入力するなどの基本

的な操作や情報モラルを身に付け」という文

言が加わっている。今回の改定で文字入力や

情報モラル等、具体的な内容が提示されたの

は、2011 年の教育の情報化に関する検討会

での資料からその問題意識がうかがえる。 

 

 

 上記資料から、社会科の学習でビデオやホ

ームページの資料を使って学習の理解を促進

するだけでは情報教育にならないとしてい

る。教科の学習において情報活用の視点を意

識して取り組むよう示唆している。 

現行の学習指導要領が示された時、視聴覚

教育の研究会で学習指導案の「目標」の記述

について議論をした。結果、指導案は○○科

学習指導案であって情報教育科指導案ではな

い。従って目標には情報活用能力に関する内

容は書くべきではないとの結論になった。目

標として情報活用能力を上げるのであれば、

それは総合的な学習の時間の指導案であるべ

きだと考え研究をすすめた。 

 しかし現状は、総合的な学習の時間の縮減

とともに、各校で学習内容がある程度形が決

まっていて新しい単元開発が困難であった。

また、国語科・算数科における学力向上が大

きな課題である中、ＩＣＴ機器を有効に活用

するような学習計画に取り組めなかった。そ

れはＩＣＴ機器活用に関わっては機器操作ス

キルの習熟のための時間と学習内容の習熟の

時間が対立関係になり、児童にＩＣＴ機器活

用を避けた。また、電子黒板や教室で利用で

きるノートパソコンの整備、タブレットの導

入等の新機種を指導者の私たちが十分に使い

こなす時間や余裕がなかった。 

 今回の学習指導要領の改訂では上記「情報

活用能力」に「キーボード入力」「プログラ

① 子どもたちの情報活用能力の育成を目的とし

た「情報教育」  

② 各教科等の目標を達成する際に効果的に情報

機器（IT）を活用すること（IT 活用）  

 の 2 つがある。 

「情報教育」は、「子どもたちの情報活用能力の

育成」を目的とした教育であって、単に IT を活

用することとは異なる。…（中略）…IT を活用

することが「情報教育」①に位置づけられるため

には、IT を活用することが、どのように「子ど

もたちの情報活用能力の育成」に資するのかが

明確となり、実際に指導を行う教員が、その関

係を理解した上で指導することが必要となる。 
（下線部加筆） 

「教育の情報化」の目的は、  

• 子どもたちの情報活用能力の育成、すなわち

体系的な「情報教育」の実施に加え 

• 各教科等の目標を達成する際に効果的に情報

機器を活用することを含むものである。  

 すなわち、「教育の情報化」の概念に含まれる

教育としては、 
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ミング学習」が加えられる。タブレットや大

型モニタ（６０インチテレビ、液晶プロジェ

クター）、授業ノートパソコンの導入等、新

しい機器を有効に活用するヒントを過去の実

践に見出したい。 

 

２．コンピュータ活用自分史 

(1)コンピュータ担当として 

1995 年勤務校にコンピュータ教室（以

下、「ＰＣ室」とする）が整備された。私自

身、特にコンピュータに精通していたわけで

はないが、ＰＣ室活用の計画・実践の主担者

についた。当時は総合的な学習はまだなかっ

た。ワープロは普及していたが、コンピュー

タを操作する教員はわずかであった。インタ

ーネットも大企業が試行し始めた段階であっ

た。このような中での取り組みから情報活用

能力、学力向上の２つの視点で実践を振り返

ってみる。 

 

(2)ドリル型ソフトの活用 

ＰＣ室利用の先進校の実践をヒントに、最

初計画したのは自作の算数科のドリル型ソフ

トの利用であった。それは、以下のような問

題であった。

 

コンピュータの画面に上記の問題が表示

され児童は乗り物と乗る時間を選択し、移

動距離を計算してコンピュータに入力す

る。移動距離が正解であれば、２つ目の乗

り物を選択する。この学習では一度、問題

を解いた後、「最も時間がかかる乗り方

は？」や「最も時間がかからない乗り方

は？」等を考えるようになり、時間と速さ

の計算を普段の算数科の学習では考えられ

ないぐらい、積極的に多くの問題に取り組

めた。 

この経験をもとに６年生の算数科、三角

錐の展開図を作図する問題に取り組んだ。

入力等の手順は以下のようにした。 

 

児童に数値を入力させ、コンピュータに

作図させ、試行錯誤し以下の法則に気付か

せようと計画した。 

（底面の円の半径）：（側面の扇形の半径） 

＝扇形の中心角：360 

しかし、実際は誤答の連続で、正解した数

値から共通点を見出し、公式化するに至ら

なかった。この教材は導入されていたプロ

グラムソフトで自作したが、授業準備の時

間のほとんどをプログラム作成に費やし

た。結果として児童の学びに繋がらないも

のとなってしまった。 

 失敗の理由としてドリル型ソフトの開発

はまさに授業づくりそのものであり、学習

活動の組み立て、教材分析と児童理解に基

づくものであることを思い知らされた。教

科の指導目標をしっかり把握した学習ソフト

の利用は非常に効果的であるが、そのような

ソフトの開発には多くの時間と教科と学習指

導の専門性が問われる。当時の自分一人で取

り組むには荷が重すぎた。以上の理由から自

作ソフトの開発とは違う利用方法を模索し

た。 

 自作のドリルソフトでは情報活用能力に

関わる機器操作を単純化する。そのため、

東京・大阪間を６００㎞とする。速度の違う

以下の５つの乗り物から利用する３つを選

び、利用時間と移動距離を計算し、ぴったり

６００㎞にするという問題。 

＜乗り物＞ 

飛行機 時速５００㎞ 新幹線 時速・㎞等

とそれぞれ時速が表示される 

パソコン画面上には問題文と５つの乗り物

の絵と速さ、そして大阪・東京間の線分図が

表示され、解答し正解の距離が線分図で表示

されるというもの。 

１．底面の円の半径を入力  

＜画面に円が表示＞ 

２．側面の扇形の半径を入力 

 ＜直線として半径の長さの直線が表示＞ 

３．側面の扇形の中心角を入力 

 ＜中心角に合わせて二本の直線と扇形が表

示、それで、正解かどうかを判断＞  

（１．に戻る） 
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ドリルソフト活用が情報活用能力育成には

繋がりにくいものと考える。しかし、教科

学習においては、瞬時に問題の正否が示さ

れたり、アニメーションやシミュレート等

を駆使したりして、児童が理解を深められ

る可能性は十部にある。特にタブレットの

活用により教室での使用を考えるとソフト

の開発の人的時間的労力を解決できれば魅

力ある活用と考える。 

 

(3)子どものノート的活用（作品作り） 

ドリル型ソフトの開発を断念し、お絵か

きの機能を使って作品を作る活動を企画し、

実践してきた。その内容を以下まとめる。 

① 俳句・短歌の学習で内容を学習した

後、その情景を絵で表現する。 

② 川柳の学習をし、自作川柳を自分で

デザインした短冊に書き込む。 

③ 生活科で作成した自分なりの「車」

の写真を撮影し、工夫したことなど

を記述し、ポスターにする。 

④ キャッチコピー・ボディーコピーの

学習をし、キャッチコピーを使っ

て、身近な写真を利用したポスター

作り。 

⑤ 理科の植物の観察の学習で年間を通

して固定した植物の季節ごとの写真

を撮影し観察記録をさせた。 

⑥ 植物の観察スケッチを写真の上から

なぞって輪郭を描かせ、葉の形に注

目させた。 

⑦ 紙芝居機能を用いて２～５コマ程度

のアニメーション作り。 

 教科の学習のまとめや発展的課題として

のコンピュータ利用であった。学級担任で

はないため学年打ち合わせ等で学習時間を

割りさいてもらい時間を確保した。そのた

め、時間の制約が厳しかった。児童の操作

技能に大きな差があり、それが作品の良し

悪しに関係した。教科のねらいの再確認な

のか、作品の出来を評価するのか。この迷

いは指導目標の設定の問題であるが、学級

担任でない自分には迷いであったように覚

えている。 

この実践での機器操作はお絵かきと簡単

な文字入力であった。この操作技能の系統

化を図り、適切な課題が児童に提案できれ

ば、教科目標の定着と発展、そして、情報

活用能力の育成につながる効果的な利用方

法と言える。 

 

(4)交換日記（ネット活用の交流学習） 

４年生社会科の学習で札幌市立Ｋ小学校と

の交流学習を計画した。２月の休日を除く毎

日、写真とおよそ１００字程度のコメントを

メールで交換した。メールの内容は交流初日

から校内ネットのネットブラウザーで過去の

情報も含め、確認できるようにした。 

交換日記の初日、札幌からきたメールはス

キー実習で市内のスキー場での体育科の授業

風景であった。その後も雪国の様子が大阪の

児童には衝撃的であった。大阪の児童の対抗

策は学校のすぐ南を走る新幹線で当時最新の

500 系を撮影することぐらいしかなかった。

実はこの写真よりも、札幌の児童にとってイ

ンパクトがあったのは半袖で休み時間に運動

場でサッカーに興じる児童の写真であった。

この情報は指導者間のメールで分かった。そ

の内容を児童に伝え、交換日記の内容が互い

の生活情報、給食であったり係活動であった

りと変化していった。 

交流後に聞いた話であるが、Ｋ小学校では

交換日記の途中に担任の先生から活動の振り

返り学習が実施されていた。Ｋ小学校の児童

はメール送信にもかなり慣れていて、 (^_^;

などの顔文字もふんだんに使っていた。Ｋ小

学校ではその時までの双方のやり取りをすべ

て印刷し、全体を子ども達に振り返らせた。

結果、大阪からのメールには必ずＫ小の日記

の感想や質問がある。一方でＫ小学校のメー
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ルは、大阪からきた日記の内容とは関係なし

に自分のことのみを知らせている。これでは

交換日記にならないことを指導された。今と

なっては日記を振り返って確かめることはで

きないが、４週間にもわたる交換日記ができ

たのも、指導者間の交流があったからであ

る。 

この後、他の学校を相手に何度か交流を試

みたが、うまくいかなかった。今思えば、札

幌との交流では何を児童に考えさせるのかを

探るために、担当の私と学年主任が札幌を表

敬訪問した。その熱意を意気に感じて「暖か

い地方の学習は、沖縄でなく大阪でも交流は

できる」とこの活動をコーディネートしてく

れた先生がいた。このような人と人のつなが

りが交流を支えた。機械ではなく機械の向こ

う側にいる人を意識することこそが交流の意

味だと知った。これはまさに情報モラルでも

あり、情報化社会に参画する態度の育成につ

ながるものと言える。 

 

(5)調べ学習（サイト検索） 

これは言うまでもなく、コンピュータ活用

の典型的な学習だろう。ただ、この学習で

様々失敗をしてきた。特に投げ込みで「この

ページ面白いで」と学年に紹介してホームペ

ージを見せていくと確かに児童は喜々として

ページをめくっていく。しかし、その学習で

喜々としているのはページの内容ではなく、

写真や図であった。だから「おもしろい」と

は言うが「何がわかった？」との問いには答

えられない場合がほとんどであった。自らの

「問」がなくては調べる活動にはならないは

ずである。そこで、もっとも簡単な「問」を

発する方法として「ホームページを作った人

に、勉強させてもらったお礼に感想や質問」

を書かせる活動を入れた。これによって、

「おもしろい」から、一歩踏み込めた。 

ホームページでの調べ学習とともに、メー

ルでの質問も、自らの「問」を明確にする必

要性を感じさせられた。小学生の質問は

「○○はどうなっているのですか？」という

直線的な質問が多い。校内での学習であれ

ば、指導者が質問内容を斟酌したり、具体的

な場面を想定し問い直したりして、学習をす

すめる。しかし、電子メールで質問する相手

はそこまで分かってくれない。だからこそ、

児童に自らの「問」を吟味させる必要があ

る。いろいろ試行錯誤したが、どう質問する

かを考えさせるために、質問に対する自分の

予想、答えを考えさせた。つまり、自分の

「問い」に対する自分の予想、仮説を考えさ

せ、その仮説を質問メールに書かせた。 

インターネットは学校に開けられた社会の

窓である。この経験は問題解決に必要な視点

に気付かせてくれた。メールでの質問だけで

なく、総合的な学習の時間、教科の発展的な

学習での問題解決に「仮説」は不可欠なもの

である。この視点は情報活用能力にも学力向

上にも必要な視点であろう。 

 

(6)総合的な学習での発表用資料 

最初に取り組んだのがディベートでの活用

であった。ディベートの場合あらかじめスラ

イドが準備できるため効果的と考えた。が実

際はそうではなかった。というのも、ディベ

ートのテーマは「りんごとみかん、子ども達

がすきなのはみかんである」といったよう

に、絵になる場合が少ない。また、自分の意

見を述べるのに、画面を効果的に利用するた

めには提示するタイミングが重要である。児

童の活動では提示することに意識が向き、話

す活動がおろそかになりがちであった。 

 ただ、写真を効果的に活用できる点、写真

に文字やグラフ・表などを効果的に表示でき

る点などに着目した先生方から、総合的な学

習での発表資料作成として利用したいとの意

見が上がった。これはこれまでＰＣ室で学習

してきたお絵かき、簡単な文字入力が操作の

中心になる。このような状況ではコンピュー
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タの操作方法ではなく、画面のレイアウト・

色・見出しとなる言葉の選択等内容に関する

指導・助言が増えてきた。これは教科でいう

再構成の活動であり、体験し話し合って確か

めた内容を、自分なりの表現に置き換える学

習となった。また、提示する画面の作成によ

り自分が伝えたい内容のキーワードを再確認

できるなどの効果もあった。 

 この頃、ＰＣ室の背面黒板には色見本、フ

ォントの見本、レイアウトの工夫等、コンピ

ュータ操作に関する情報よりも、レイアウト

に関する見本を多く掲示した。特に十二色環

は色を選択する参考にしている児童が多くみ

られるようになってきた。 

 総合的な学習とＰＣ室利用は非常に親和性

が高い。ただ、ＰＣ室の利用は学習の一部で

ある。多様な体験活動があり、話し合い活動

があり、自分なりの意見を持ってこその総合

的な学習である。ＰＣ室での活動は体験活動

や話し合い活動、そして自分なりの意見を持

つサポートとして十分に効果的に活用できた

のではないかと考える。 

 

(7)実践をふりかえって 

小学校でＰＣ室を利用する場合、教科もし

くは総合的な学習の時間での活用になる。

「情報」という教科がない以上当然である。

振り返ってみて、コンピュータ活用にかかわ

って、「はじめに」で記述したように、機器

操作と指導時間、そしてそれに値する児童へ

の効果・成果がどれだけあったかが当時も課

題であったことが分かる。自分自身の実践

は、まだまだＰＣ室利用の初期であり、「ゆ

とり」時期でもあり、「使うこと」である程

度の評価がなされた時期であった。それで

も、ドリルソフトの利用による教科指導、教

科の発展的課題としての作品作り、インター

ネットや電子メールの活用、児童によるプレ

ゼンテーション等、情報活用能力の育成、学

力向上に結び付く活用例がある。 

情報活用能力の育成ではやはり機器操作に

課題意識を持っていたことも明らかである。 

 

３．現状と課題 

(1)機器操作について 

機器の操作技能について以下のような実践

がある。中学年での体育科の学習で、児童

個々の演技をタブレットで撮影し、その映像

から、自分の課題を考えさせる学習を計画し

た。この時、タブレットを使ったことのない

児童に１台タブレットを配って、動画の撮影

と再生を経験させた。２校での実践であった

が、両校の報告では１時間か２時間もあれ

ば、撮影と再生、スロー再生や任意の場面の

静止画を見る方法までも習得できたという。 

タブレットは操作においては、スマートフ

ォン等で開発されてきた操作を継承し「見て

わかる」ように作られている。ある程度の機

器操作（ゲーム機も含む）経験が生かされる

のではと推測する。これらの結果から、機器

操作技能を先に考えるのではなく、学習活動

において何をさせるのかを中心に学習活動を

計画していくべきだろうと考える。 

 

(2) 教科学習支援と情報活用能力 

 今回、整備された大型モニタ（液晶プロジ

ェクターもしくは 60 インチテレビ）はコン

ピュータ等の機器を接続すれば、教科学習の

展開に有効に活用できるものと考える。指導

者による言葉と黒板の文字や図による解説以

外に、写真やアニメ・ビデオ映像等様々な視

聴覚情報を組み込むことによって、より効果

的に学習活動が行える。 

 例えば平行四辺形等の作図では手順を単純

化し画面で示すことでより理解が深まるだろ

うし、タブレットにより、手元でその画像を

見ながら作図すれば、より理解が深まるだろ

う。そうすれば、学習の定着が困難な児童に

対して、指導者が一対一で指導する時間を確

保できる。 
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 教科学習での目標を達成するために ICT

機器を活用する場合、指導者が操作する場面

がほとんどである。仮に児童が機器操作を行

う場合でも、機器の操作が難しいと感じさな

いように準備すべきである。 

 情報活用能力を育成するためには、児童に

機器を操作させる学習活動が必要である。こ

こで留意したいのは、何かの目的がありそれ

を実現するために必要な操作を覚えるように

活動を計画しなければならない。私たちが

ICT 機器の操作を覚える時を思い出してほ

しい。マニュアルや操作解説書を一から順に

やっていく人は少ないだろう。特にアプリケ

ーションソフトは汎用性が高く、非常に高機

能・多機能である。操作を習得させる場合、

児童に対してどんな活動をさせて、どのよう

なものを作成させるのかを考えた上で、必要

な機能についての操作を学ばせたい。 

 

(2)新学習指導要領で提案される課題 

①キーボードによる文字入力 

 キーボードによる文字入力はコンピュータ

操作の基本的な技能である。私たちの仕事も

そうであるが、ワープロソフトの導入により

文書作成が非常に簡単になった。文書作りで

ワープロと手書きでは作成方法が違う。ワー

プロでの作成は追加や削除、文章の入れ替え

が容易である。一方、手書きは文章の一連の

流れを考え、構成が固まってから記述してい

かなければならない。ワープロが試行錯誤し

ながら文書が可能になるのとは随分違う。こ

のような作成方法を小学校段階で取り組んで

いけば、児童の作文能力は向上するだろう。

そのためにもキーボード入力の習得は意味が

あると考える。ローマ字が３年生に降ろされ

たのもその一環と考えている。 

 一方、手書きの意味を考えてみたい。中国

から渡日し、全く日本語がわからない児童の

日本語学習に関わってきた。その中の一人、

M 小学校の 2 年生で渡日した W 君と学習し

たエピソードを振り返る。父母ともに中国人

で父親が日本の大学に留学経験があり、簡単

な会話はできるが母親は挨拶程度の日本語。

当然、家庭内では日本語がない状況。また、

本人も中国では農村地帯での就学経験。真面

目に何事にも取り組む W 君であったが、特

に驚いたのは文字へのこだわりであった。家

庭での協力もあったが、ひらがなをすぐに覚

えた。そして学校の日本語学習では少しでも

自分のイメージと違う字はためらいもなく消

して書き直していた。鉛筆を持って文字を書

く行為に何のためらいもない。黙々と文字を

書いている。日本語指導の最後に、日本語指

導の先生からのアドバイスで中国での学校生

活を作文にして学級のみんなに紹介する学習

に取り組んだ。45 分の学習を 2 回、400 字

詰め原稿用紙 2 枚半を書き、学級でそれを

読んだ。私とＷ君の会話を作文にした。会話

の内容を私がまとめて話をし、それを W 君

が書いていく。何人か日本語指導に関わって

きたが、やはり W 君の日本語習得は確かな

ものであった。 

 また、M 小学校では国語科を校内研究で

「視写」を学習活動に取り入れていた。Ｍ小

では卒業アルバムを一人一ページ書いてい

る。内容も各自の工夫があり、読み応えのあ

るもので、しっかりとした文章になってい

る。また、他の学年でも文を書く抵抗感が少

なくなっていると感じた。具体的にこれが学

力向上に繋がるという明確な検証はできない

が、学習活動において文字を書く作業が小学

校段階では重要であることは間違いがない。 

 キーボード入力に話を戻すが、小学校では

鉛筆で文字を書く作業をキーボードに置き換

えるべきではない。漢字を覚えるにも、計算

をするにも、鉛筆で文字・数字を書く活動が

必須である。また、キーボード入力を入力ゲ

ーム等で操作だけを覚えたとしても、必要性

がなければ、すぐに忘れてしまうものではな

いか。まずは文字を書くという基礎の上に、
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キーボードでの文字入力を導入すべきと考え

る。小学校段階では文字のデジタル化のよさ

を感じさせる活動を計画すべきではないだろ

うか。 

 

②プログラム学習 

 前章で紹介した速さの学習で使った自作ソ

フトはロゴライターというプログラムソフト

を用いて作られたものである。ロゴラーター

はアメリカ合衆国で開発されたもので、子ど

もがプログラムを学ぶソフトとして開発され

た。開発者が書いたもので印象に残っている

のは以下のような内容であったと記憶してい

る。正方形を作図する際、以下のように入力

する。 

 

このプログラムでは「カメ」がメインのキ

ャラクターとして登場し、「まえへ」「みぎ

へ」などの日常使われる言葉を使って「カ

メ」を動かしていくものである。 

 

前述のプログラムは前へ 10 すすみ、右へ

90 度回転させる。これを 4 回繰り返せば正

方形が作図できる。しかし、正方形はすべて

の辺が同じ長さである点に着目すれば 

で正方形ができる。このように、算数科で学

んだ内容をプログラムで再現させることによ

り、学習内容の定着だけでなく、より深く意

味を理解し、論理的に物事を処理する能力が

育成できるというものであった。 

 プログラム作成に関しては非常に魅力的な

提案であるが、以下のような懸案事項があ

る。 

○ 指導者のプログラミング技術 

○ 指導時間の問題 

 前章で述べたようにプログラム作成には多

くの時間がかかる。指導者がリファレンスブ

ック片手に、児童に取り組ませるのはどう考

えても不可能に近い。そこで、プログラムの

一部を変更してできる図形のパッケージを作

成する。例えば、先に紹介した正方形作図の

プログラムを学習し、その後、一度書かれた

正方形を右へ 10 度回転させ、同じように正

方形を作図する。それを 36 回繰り返せば

10 度傾いた正方形が 36 個、対角線が円の

半径になるような形で描かれる。このように

算数科の図形領域での発展学習として取り組

ませられないか。この時、傾ける角度と繰り

返しの回数の積が 360 になることに気づか

せたい。プログラムの特性と生かして、教科

の目標もクリアするプログラムを作成するに

は、教科の授業を設計するものとの協同で作

業が不可欠である。プログラムは書かれたも

のを読むのと、プログラムを書いていくので

はその労力はまったく違う。書くほうが何倍

も何十倍も大変なものである。指導者は児童

が変更する数値の意味を理解し、教科の目標

を意識し指導できるようにすれば上記、懸案

は解消できるのはないだろうか。 

 

③小中連携の具体的な課題として 

 キーボードによる文字入力もプログラムの

学習も小学校で完結するものではなく、中学

校や高等学校での学習が本格的なもので、小

学校ではその導入段階になるだろう。新しい

学習指導要領で情報教育に特化するような教

科等が新設されるとは思えない。現状と同

じ、教科の発展もしくは総合的な学習の時間

を使っての学習となろうが、それだけに中学

校へのスムーズな接続という意味でも指導内

容等を連携する必要があろう。「教育の情報

化の手引き」には小学校段階で求められる文

字入力に関する目標字数と時間が書かれてい

るが、実際はどのような場面で、どのような

活用をしてきたのかを交流する必要がある。

まえへ 10 みぎへ 90 

まえへ 10 みぎへ 90 

まえへ 10 みぎへ 90 

まえへ 10 

くりかえせ 4（まえへ 10 みぎへ 90） 
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これは進学中学校を一つにする小小連携も含

まれるが。また、場合によってはプログラム

の説明を中学校の先生を招いて授業を行うこ

とも視野にいれてもいいのではないだろう

か。プログラム作成ソフトを小中で同じにす

るのは発達段階上困難かもしれないが、少な

くもとプログラムでこんなことをしていると

いうこと、先の作図でいうと数学科の先生に

知っていてもらうのは意味がある。具体的な

小中連携の課題がここにあるのではないか。 

 

まとめにかえて 

まず、「各教科等の目標を達成する際に効

果的に情報機器（ IT）を活用すること（ IT

活用）」は比較的に取り組みやすいのではな

いだろうか。タブレットやノートパソコンを

指導者の道具として用い、学習において効果

的な写真や図などを表示したり、電子教科書

を活用したりする方法を日常的に取り入れた

い。 

 世代交代の時期であり、学級担任の大半が

教職経験１０年目以下、そのうちの半数は５

年以下という状況がどの学校にもある。学習

活動を計画する場合、学習目標を達成するた

めに前述の視覚資料をどの場面で児童に提示

し、何を考えさせるのかを考えさせたい。学

習活動を計画する場合の具体的な手立てであ

る。手立てを手掛かりに学習活動を計画させ

ることが、若手教員の授業技術の向上にも、

児童の学力向上にもつながるものと考える。 

次に、情報活用能力の育成であるが、文部

科学省が H25 年から 1 年をかけて実施した

情報活用能力調査の結果を参照したい。 

 情報活用能力の育成には上記の調査結果で

も明らかなように、児童による機器操作が不

可欠である。現在、インターネットを活用し

ての調べ学習は日常的に行われている。た

だ、実態としてどれだけ効果的に教育意義を

もって活用されているだろうか。取り組みの

多くはサイトのページを「写す」活動がメイ

ンになっていないだろうか。 

 実践的には２章で述べたように、児童が自

分の仮説を持って、何を調べるのかを明確に

して取り組ませたい。また、調べるだけでな

く、発表を見据えて取り組ませたい。 

教科として社会科や理科、国語科の発展学

習として位置付けてみたい。時間的には２、

３時間扱いで、学級全体のテーマを決め、児

童個々に仮説を持たせ、それを証明するため

のホームページ検索をさせる。その資料をも

とに１、２枚のスライドを用いて自分の仮説

を証明するというスタイルの学習が計画でき

ないだろうか。学年と教科、単元を決め、検

索するホームページもいくつかのサイトに絞

り資料化してしまう。プログラム学習も文字

入力も視野に入れて、単元開発をする。その

実践の蓄積が学力向上にも授業改善にも、情

報活用能力の育成にもつながるものを考え

る。 

小学校において教科「情報」の新設は考え

られない。教科書もない。だから、情報活用

能力の育成では教科の発展もしくは総合的な

学習の一単元としてモデル案を作る必要があ

る。私自身の実践だけでなく、大阪市全体の

パソコン教室での実践、取り組みをもとにタ

ブレット・大型モニタ・授業用パソコンなど

を駆使した取り組みの模索が求められてい

る。 
調査結果の主なポイントとして 

 

小学生について，整理された情報を読み取ること

はできるが，複数のウェブページから目的に応じ

て，特定の情報を見つけ出し，関連付けることに

課題がある。また，情報を整理し，解釈すること

や受け手の状況に応じて情報発信することに課題

がある。 


